
- 13 - 

  

 
 

 
第 2 期 

～未来へのアプローチ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年（２０２０年）２月 
 

岬 町 

 

 



- 14 - 

  

   

 

平成２７年４月からの「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の  

 一部を改正する法律」の施行により、教育委員会制度は変わりました。 

この改正により、町長が「総合教育会議」を設置し、教育に関する「大

綱」や重点的に講ずべき施策等について、教育委員会と協議・調整を行う

ことにより、本町における教育施策の方向性を共有し、一致して執行にあ

たることが期待されています。 

この度、令和 2 年２月に「第2 期岬町教育大綱」を策定しました。 

  少子化、高齢化、核家族化の進行、グローバル化、情報通信技術の発 

展、経済社会構造の変化など、更なる時代の変化に対応した新しい取組 

みが求められている中で、「大綱」を策定するにあたり、「岬町第 4 次総 

合計画」における基本政策の一つである子育て・教育・文化の分野を総 

合的に捉え、重点的に講ずべき施策を定め、町長部局と教育委員会が一 

体となって取り組んでいきます。 
 

 

 

この大綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 1 条の３ 

（※ⅰ）の規定に基づき策定するものです。 

（※ⅰ）第１条の３・・・地方公共団体の長は、教育基本法第 17 条第１項（※ⅱ）に規定

する基本的な方針を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体の教育、学術及び文

化の振興に関する総合的な施策の大綱（以下単に「大綱」という。）を定めるものとする。 

（※ⅱ）政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、教育の

振興に関する施策についての基本的な方針及び講ずべき施策その他必要な事項について、

基本的な計画を定め、これを国会に報告するとともに、公表しなければならない。 

 

 

 
 

  教育大綱の対象期間は、令和２年度（２０２０年）から令和7 年度

（２０25 年）までの 6 年間とします。なお、必要に応じ、「大綱」の

内容を見直すこととします。 

1 大綱策定の趣旨 

２ 根拠法令 

 

３ 期間 
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社会情勢の変化に対応する新たな視点及び国・府の教育施策を勘案す

るとともに、「第 4次岬町総合計画」（以下「総合計画」という。）にお

けるまちの将来像の実現に向けて、「大綱」の基本方針、取組むべき重

点施策を定めます。 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４次総合計画 

教育に関する政策目標等 

特に重点的に取り組む施策の 

大綱の基本方針 

基

本

目

標 

重

点

施

策 

重点施策をピックアップ 

総合計画の基本政策 

～一人ひとりの 

“子どもが”“親が”輝き、

文化を育むまちづくり～ 

（子育て・教育・文化） 

総合計画におけるまちの将来像 

４ 大綱の考え方 

 

～豊かな自然 心かよう温もりのまち“みさき”～ 
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•子育てをしているすべての家庭への支援

•就学前教育・保育の充実

•子どもの権利擁護の推進

•子どもが健やかに育ち活動するまちづくり

Ⅰ

0歳から15歳
までのスムーズな
教育・保育

•確かな学力の育成

•安全・安心な教育環境の整備

•少子化に対応した小中学校連携教育の推進

•教職員の資質・指導力の向上

•学校の組織力向上と開かれた学校づくりの推進

•学校・園の情報の発信

Ⅱ

活力ある学校園
づくりの推進

•人権尊重の教育の充実

•支援教育の充実

•道徳教育の推進

•教育相談の充実

•読書活動の推進

•キャリア教育の充実

•体力づくり・健康づくりの推進

•学校給食・食育の推進

•郷土愛を育む教育の推進

Ⅲ

豊かな心・
健やかな体の育成

～生きる力を育む～

•地域教育コミュニティの推進

•小規模校に特化した学校づくり

•ICTを活用した教育の推進

•外国語教育・グローバル教育の推進

•関係諸機関との連携

Ⅳ

特色ある教育の推進

•人権尊重の文化に根ざしたまちづくり

•郷土を愛する地域まちづくり支援

•スポーツを活用したまちづくり・体制の推進

•生涯学習の推進

•地域資源・文化財等を活用した地域の賑わいづくり

Ⅴ

生涯学習・文化
スポーツの充実

５ 大綱の基本方針 

 

重点施策 
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子育てをしているすべての家庭への支援 

 地域における子育て支援ネットワークの強化 

 男女共同参画社会の推進 

 家庭や地域の教育力の向上（家庭はすべての教育の出発点） 

就学前教育・保育の充実 

 多様な教育・保育ニーズへの配慮 

 小学校と円滑な接続を重視した保育内容の充実 

（スタートカリキュラム） 
 

子どもの権利擁護の推進 

 きめ細やかな配慮を必要とする子ども・家庭への支援 

（児童虐待防止、ひとり親家庭の自立支援、障がいのある子どもとその   

家庭への支援、いじめ・不登校・ひきこもり対策など） 

 子どもの権利意識の向上 
 

子どもが健やかに育ち活動するまちづくり 

 安全・安心のまちづくり（学校安全ボランティア活動、こども 110 番

の取組み、交通安全教室の開催等） 

 子どもの主体的な活動支援（おはなし会、キッズアイボランティア等） 

 

 

 

基本方針Ⅰ ０歳から１５歳までのスムーズな教育・保育 

６．重点施策 
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確かな学力の育成 

 学力向上の取組みの充実と授業改善 

 主体的・対話的で深い学びにむけた学習の充実（班づくり・グループ

学習の発展） 

 小・中学校間連携の推進 

 各教科及び特別活動等における、言語活動の充実 

 家庭学習の推進 

安全・安心な教育環境の整備 

 適切な現状把握に基づく学校施設等の改善 

 学校施設等の防災機能の強化 

 子どもたちの見守り活動や安全管理体制の強化 

 実践的な防犯教室の推進 

 交通安全教育の推進 

 学校、家庭、地域と連携した防災訓練・防災教育の推進 

 

少子化に対応した保幼小中学校連携教育の推進 

 保育所・幼稚園・小学校・中学校の接続の円滑化 

（カリキュラムの連携、学校間段差解消、不登校・問題行動等の減少、学力

の向上、教職員の意識改革など）   

教職員の資質・指導力の向上 

 教職員の組織的・継続的な育成    

 教育センター等研修による授業力向上  

 教職員の人権意識 

 教育の変化に対応できる教職員の育成 

 教員の業務改善の推進 

基本方針Ⅱ 活力ある学校園づくりの推進 
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学校の組織力向上と開かれた学校づくりの推進 

 学校の特色を生かした適切な教育課程の編成（カリキュラム・マネジメ

ント） 

 自律的・継続的に改善を行うPDCAサイクル（※ⅲ）に基づいた学校経

営の推進 

（※ⅲ）ＰＤＣＡサイクル・・・管理業務を円滑に進める手法の一つ。Plan（計画）→ Do

（実行）→ Check（評価）→ Act（改善）の 4 段階を繰り返すことによって、業務を継      

続的に改善する。 

 学校協議会等を活用した学校評価の推進 

 

学校・園の情報の発信 

 ホームページの公開、保護者、地域への情報発信 

 

 

 

 

人権尊重の教育の充実 

 様々な人権問題の解決をめざした人権教育の推進  

 自分の人権を守り、他者の人権を守るために行動する児童生徒の育成 
 

支援教育の充実 

 「ともに学び、ともに育つ」教育の推進 

 一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援の充実 
 

道徳教育の推進 

 豊かな人間性の育成 

 多角的に考え、判断し、適切に行動するための資質・能力の育成 

基本方針Ⅲ 豊かな心・健やかな体の育成 

～生きる力を育む～ 

０歳から１５歳までのスムーズな教育・保育 
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教育相談の充実 

 「いじめ防止」対策の充実 

 関係機関との連携（スクールカウンセラー、スクールソーシャルワー 

カー、医療機関等） 

 不登校児童・生徒への支援 
 

読書活動の推進 

 学校図書館の機能の充実 

 発達に応じた読書活動の推進 

キャリア教育の充実 

 発達段階に応じ、教育活動全体を通じたキャリア教育の推進 

（キャリア・パスポートの活用） 

体力づくり・健康づくりの推進 

 体力向上にむけた取組みの推進（運動習慣の確立） 

 生活習慣の確立に関する取組みの充実 

 薬物乱用防止の取組み 

 

学校給食・食育の充実 

 食に関する取組みの推進 

 栄養教諭による授業の充実 

 安心・安全な給食の提供 
 

郷土愛を育む教育の推進 

 ふるさと「岬」に誇りと愛着が持てる教育の推進 
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地域教育コミュニティの推進 

 岬町地域教育協議会 （すこやかネット） 

 家庭教育支援の充実 （ホームスタディウィーク等） 

 子どもの安全の確保 （子ども安全デー、学校安全ボランティア等） 

 地域人材育成の推進 
 
 

小規模校に特化した学校づくり 

 一人ひとりに対応した指導の充実 

 地域の特色を活かした学校づくり 
 
 

OICTを活用した教育の推進 

 情報活用能力の育成 

 プログラミング教育の推進 

 情報機器を利用した教育の充実（ICT 環境整備） 

 情報指導力の向上 

 

 

外国語教育・グローバル教育の推進 

 英語教育の充実（ALT）や小学校外国語科の実施 

 英語によるコミュニケーション能力の育成 

 国際理解教育の推進 

関係諸機関との連携 

 大学や専門的機関等との連携の推進 

 

基本方針Ⅳ 特色ある教育の推進    
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人権尊重の文化に根ざしたまちづくり 

 岬町人権協会・岬町人権教育研究協議会との連携 

 互いの人権が尊重され、心豊かなまちづくりの推進 
 

郷土を愛する地域まちづくり支援 

 ふるさと「岬」に誇りと愛着が持てるまちづくりの推進 

 

スポーツを活用したまちづくり・体制の推進 

 学校とスポーツ団体との連携 

 多目的広場の活用 
 

生涯学習の推進 

 生涯学習推進体制の整備 

 生涯学習環境の充実 

 青少年の健全育成の推進 
 

地域資源・文化財を活用した地域の賑わいづくり 

 地域資源を活かした生涯学習の推進と町民交流による地域の活性化 

 文化財を地域に根ざした貴重な教育資源としての積極的活用 

 

 

 

 

 

 

基本方針Ⅴ 生涯学習・文化スポーツの充実 
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